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対応ファイル形式

データ作成方法

ホワイト版について
保存形式：　PSD

その際、ガイドレイヤーとデザインレイヤーを分けた状態の
まま、レイヤーを統合せずにPSD形式で保存してください。

①デザインは「表面デザインレイヤー」「裏面(両面印刷時のみ)レイヤー」に配置してください。

②塗り足し・印刷保証範囲を考慮してデザインを配置してください。

ガイドレイヤーごと統合すると、ガイド線がそのまま印刷されて
しまいます。

ホワイト版=白インク用のデータです。
透明なアクリルに印刷するため、カラーインクだけではデザインが半透明に透けた状態で仕上がり
ます。ホワイト版は、デザインを白で印刷したい場合や、カラーインクの下地として白インクを
印刷する場合に必要です。

・白インクは、0.5pt未満の細すぎるデザインは再現できません。
　消えてはいけないデザインは、0.5pt以上の太さでご作成ください。

白インクを使用する部分は、黒1色(RGB0%)で作成し、ホワイト版レイヤーに配置してください。

デザインレイヤーの例 ホワイト版レイヤーの例
実際の仕上がり
(表から見た図)

実際の仕上がり
(裏から見た図)

＋ ＝

・ホワイト版レイヤー内に黒(RGB0%)でご用意いただいた部分は、白インク100%の濃度で
　印刷されます。Bkの濃度が薄いと、白インクも薄く仕上がりますのでご注意ください。

仕上がり位置

塗り足し：

印刷保証範囲：
切れてはいけない文字やデザインは、仕上がり位置
から2mm以上内側に配置してください。

加工ズレを目立たなくするため、仕上がり位置まで
あるデザインは、仕上がり位置から3mm外側まで
塗り足しを作成してください。


